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永久凍土面が後退すると。。。

Inceptisols Entisols
（未熟土）

Gelisols

後退の要因：
火災、伐採
地球温暖化

凍土面の後退
↓

排水性向上
↓

酸化的
↓

有機物分解



Passed time since the latest fire (y)
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火災後のハンモック地形崩壊と回復

凹凸の崩壊

回復の兆候

Kawahigashi et al., 2011



緯度に応じて異なる河川水の特性
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 高緯度の河川水は難分解性（永久凍土の影響が強い）が多い。低緯度の河川水ほど易分解性の有
機物割合が高くなっている。

 堆積腐植層から供給され、鉱質土壌に保持されなかった溶存成分が溶出してくる。
 永久凍土後退により堆積腐植層の厚さや凍土面の位置が変わると河川への供給物質が変化するこ
とがわかる。

Ho:生分解し難い有機物
Hi:生分解しやすい有機物



永久凍土分布域の土壌にみる環境変化

永久凍土の後退に伴って、

1. 土壌の名称が変わる（GelisolsからInceptisolsやEntisolsへ）。
2. 土壌の炭素貯留ポテンシャルが変わる。
3. 地表面の微地形が変わる。
4. 土壌を被覆する堆積腐植層から水系への溶存成分フラック
スが変わる。

森林火災などによる土壌温度レジームの変化が永久凍土の後
退を引き起こす。


